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論文及び審査結果の要旨 

本論文は，内湾の水中及び堆積物中の物質循環過程と両者の相互作用を解析できる生態系

モデルを開発し，東京湾への適用を試みたものである．水中と堆積物間相互の物質交換過程

として，特に粒子の堆積や洗掘過程に着目したモデル化を行うとともに，表層堆積物中の有

機炭素濃度と含水比との間の経験的な相関関係を用い，粒子の交換に合わせて堆積物の層厚

が変化する全く新しいアイデアに基づくモデル化を行っている．  

富栄養化した内湾の長期間にわたる水質や底質の悪化現象については、水中及び堆積物中

における物質循環過程のみならず、両者の相互作用の正確な把握が重要となる．まずこのよ

うな研究の背景や既往の生態系モデル化等の関連研究のレビューとともに，本研究の目的が

第1章でまとめられている． 

開発したモデルは，物理モデルと生態系モデルから構成される。まずモデルの全体構成が

第2章で述べられている．また，物理モデルは，水中部分の流動モデルと，堆積物粒子の挙

動に関連した波動場及び底面せん断力の予測モデルから構成されるが，第3章において物理

モデルの概要が述べられている．さらに生態系モデル構築のうち水中部分については第4章

で，堆積物部分については第5章でそれぞれ取りまとめられ，特に本論文において重要な箇

所である水・堆積物間の結合部分のモデル化については，第6章で詳細が述べられている．

第7章においては，本モデルを東京湾に適用した結果が取りまとめられており，特に富栄養

化過程において重要な炭素・窒素・リン化合物などの主要元素の水中での時間的変動や，底

質の空間的な分布，さらには長期間にわたる変動に関して，詳細な考察が述べられている．

第8章においては特に底質の空間的な変動に対する主要パラメーターの感度解析結果とその

考察が述べられている．最後に第9章において一連の結果を取りまとめ，結論を示してい

る． 

以上より，本論文は長期間にわたる内湾の水質及び底質相互作用を定量的に解析できる生

態系モデルを新規に開発し，実海域に適用してその有用性を示したものである．本モデルに

より，水質・底質の長期汚濁機構を定量的に解析することが可能となるとともに，東京湾で

の底質空間分布がよく再現され，モデルの有効性が示されている．そのため，本研究による

成果は富栄養化した内湾の物質循環研究の高度化に寄与するところが大きく，内湾の環境修

復手法の提案とその定量的な予測など実務においても実践的な応用が見込まれる．従って，

本論文は博士（工学）の学位論文として価値があると認められ，審査委員全員一致して合格

と判定した．  

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


